
２月例会 三平山（1009.8ｍ）スノーシュー登山 

日 時 ２０１７（平成２９）年２月２４日（金） 

天 候 晴れ 

参加者 ＣＬ山本廣 ＳＬ山本和 高井 

    角原鶴 舩越 近藤嗣 角原覚 丹治 近藤浩 嘉数 西崎 三村 森田清 佐々木俊 藤川豊 藤川神 永谷  

佐々木順 梶原 高仁 川島   ２１名 

行 程 岡山駅西口(6:30)⇒真庭ＰＡ⇒蒜山ＳＡ⇒内海乢ゆり林道入り口(8:10)→夏道登山口(9:30)→土塁稜線→ 

三平山頂上(10:50-11:00写真、休憩)→県境尾根→津残口下山・昼食(12:00-45)⇒風の家(14:00)⇒ 

岡山駅西口(16:00) 

概 要 岡山駅西口出発、途中乗車の岡山・落合の人を合わせて、１９名のバスで目的地の蒜山林道口へ到着。 

スノーシュー借用担当の山本ＣＬ夫妻と合流。開会行事と準備体操の後、スノーシューの初期動作準備をして行動。

積雪は１ｍもあるが、天候も良く、平坦な林道は快適なスタート。夏道登山口近くで衣服調整の小休止。林の中のジ

グザグを抜けるところから、雪崩の尻がでてくる。雪崩上を避けて、やむなく直登。かなりきついが、先導の踏みあ

と上をたどる。雪崩た後の草付きも滑るので難渋する。しかし土塁稜線に出ると、大山から蒜山そして蒜山原の眺め

が広がり、感激。無事頂上に着き、しばらく景観を楽しんで下山。下りは雪崩の危険地域を避けて、県境の稜線をバ

スの待つ登山口へ直行する。下山後に昼食。風の家に立ち寄って、帰途につく。 

山本ＣＬはスノーシューが壊れて、途中でひきかえす。出発前の装備点検が不十分であった爲にＣＬの任務を果た

せなかった。しかし、年に1度の雪上歩行は、感動と共に皆の記憶に残ったと思う。 (山本廣 記) 

          

               山頂にて 

 

                            県境尾根にて 


